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Abstract
The author investigated the relationship between human figure drawing size and perceived competence in 
third- and forth- grade elementary students, considering sex differences. The results of this study were as fol-
lows. （1）The size of the figures drawn by males was significantly bigger than that of the figures drawn by 
females. （2）There was a close relationship between size of human drawings and perceived competence（aca-
demic and physical aspects）. （3）Nevertheless, substantial sex differences existed in the relationship between 



























コンピテンスの関係を検討する．また今回は，10 歳前後の小学校 3，4 年生を対象にするが，この年齢
の子どもたちを対象にする理由は 2 つある．一つは，上述の先行研究で対象とされたのは幼児や小学校
高学年の子どもたちであり，小学校 3，4 年は対象とされてこなかったことが挙げられる．もう一つの








兵庫県下の小学校 3，4 年生 151 名（3 年生男子 44 名，同女子 39 名，4 年生男子 38 名，同女子 30 名）
を対象とした．予め研究の主旨や倫理面での配慮などを記した紙面を用いて小学校側に説明を行なった．
検査内容の修正の後，研究の承諾を得た．以下に実施した 2 種類の検査を示す．





（1983）の尺度は全 28 項目で，4 段階評定であった．しかし，研究協力いただいた小学校側との打ち合
わせの中で，生徒への心理的配慮や回答しやすさをさらに考慮するようにとの要望が出された．このこ
とを受けて，最終的に 8 項目減じ全 20 項目とし，回答法も 4 段階評定を「はい」と「いいえ」の 2 件法に




SID が遂行できなかった者が 7 名みられた．さらにコンピテンス尺度の回答に不備のみられた者も 2
名みられたので，以下の分析はこれらの子どもたちを差し引いた残り 142 名（3 年生男子 41 名，同女子
36 名，4 年生男子 37 名，同女子 28 名）の結果に基づいて行なわれた．「像の高さ」，「頭部の高さ」，「胴
の幅」の 3 指標のサイズ（mm），及び「像の高さ」のサイズに「胴の幅」のサイズを乗じて算出した人物画




SID の 4 指標について，平均値から－1SD 未満（Ⅰ群），－1SD 以上～＋1SD 未満（Ⅱ群），＋1SD 以上
（Ⅲ群）の 3 群に対象者を分類した．ただし 4 指標ともに学年差は有意ではなかったものの，性差につい
ては有意であることが認められた（Table 1）ため，この対象者の群分けは，学年は込みにして男女別に行っ
た．その結果，各群における人数内訳は次の通りとなった．男子では，像の高さ：Ⅰ群 14 名，Ⅱ群 49 名，
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Ⅲ群 15 名，頭部の高さ：Ⅰ群 14 名，Ⅱ群 50 名，Ⅲ群 14 名，腰の幅：Ⅰ群 8 名，Ⅱ群 57 名，Ⅲ群 13 名，
面積：Ⅰ群 7 名，Ⅱ群 58 名，Ⅲ群 13 名，一方，女子では，像の高さ：Ⅰ群 12 名，Ⅱ群 41 名，Ⅲ群
11 名，頭部の高さ：Ⅰ群 8 名，Ⅱ群 49 名，Ⅲ群 7 名，腰の幅：Ⅰ群 7 名，Ⅱ群 48 名，Ⅲ群 9 名，面積：
Ⅰ群 4 名，Ⅱ群 51 名，Ⅲ群 9 名となった．
3? ???????????????????
コンピテンス測定尺度の 4 下位尺度のそれぞれについてα係数を算出した結果，学習 .68，運動 .64，





SID の 4 指標（像の高さ，頭部の高さ，腰の幅，面積）の群（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）別の学習と運動のコンピテン
スの得点を，それぞれ男女別に Table2 ～ 5 に示した．これらの Table をみると，全体としては，男子で
Table 1.  学年別，性別にみた SID の結果
ANOVA（F）
3 年生 4 年生 学年 性別 交互作用
像の高さ（mm） 男子 14.29± 4.08 15.45± 3.61  .80 8.10 ＊＊  .81
女子 13.03± 4.01 13.03± 3.43
頭部の高さ（mm） 男子  4.46± 1.52  4.17± 1.67  .87 7.75 ＊＊  .10
女子  3.74± 1.13  3.59±   .98
腰の幅（mm） 男子  2.42±  .96  2.95± 1.15 2.70 8.65 ＊＊ 2.14
女子  2.17± 1.03  2.20±  .76




Table 2.  人物画の大きさと学習コンピテンスの得点との関係　男子
Ⅰ Ⅱ Ⅲ ANOVA（F） 多重比較
SID 像の高さ 2.64 ± 2.13 3.04 ± 1.66 3.07 ± 1.39  .32
頭部の高さ 3.71 ± 1.73 3.12 ± 1.65 1.71 ± 1.14 6.14 ＊＊ Ⅲ＜Ⅰ，Ⅲ＜Ⅱ
腰の幅 3.88 ± .99 2.86 ± 1.79 2.92 ± 1.50 1.28
面積 4.00 ± 1.00 2.84 ± 1.76 3.00 ± 1.58 1.48
（注 1）　df=（2,75）
（注 2）　**p<.01
Table 3.  人物画の大きさと学習コンピテンスの得点との関係　女子
Ⅰ Ⅱ Ⅲ ANOVA（F） 多重比較
SID 像の高さ 2.75 ± 1.71 2.83 ± 1.33 4.00 ± 1.10 3.32 ＊ Ⅱ＜Ⅲ
頭部の高さ 2.38 ± 1.77 3.12 ± 1.32 3.14 ± 1.77  .97
腰の 3.86 ± 1.07 2.73 ± 1.41 4.00 ± 1.12 4.87 ＊ Ⅱ＜Ⅲ
面積 3.50 ± 1.00 2.82 ± 1.44 4.00 ± 1.12 3.02+ Ⅱ＜Ⅲ
（注 1）df=（2,61）
（注 2）＊ p<.05, ＋p<.10






























Table 5.  人物画の大きさと運動コンピテンスの得点との関係　女子
Ⅰ Ⅱ Ⅲ ANOVA（F）
SID 像の高さ 2.08 ± 1.31 2.22 ± 1.43 4.00 ± 1.10 .98
頭部の高さ 2.25 ± 1.49 2.27 ± 1.41 2.57 ± 1.27 .15
腰の幅 2.57 ± 1.27 2.23 ± 1.39 2.44 ± 1.59 .24
面積 3.00 ± .82 2.22 ± 1.39 2.44 ± 1.59 .64
（注 1）df=（2,61）
（注 2）1 要因分散分析の結果はすべて非有意（P>.05）であった．
Table 4.  人物画の大きさと運動コンピテンスの得点との関係　男子
Ⅰ Ⅱ Ⅲ ANOVA（F） 多重比較
SID 像の高さ 2.57 ± 1.70 2.04 ± 1.47 2.13 ± .99  .74
頭部の高さ 2.43 ± 1.83 2.12 ± 1.41 2.00 ± 1.11  .35
腰の幅 3.38 ± 1.41 2.09 ± 1.42 1.69 ± 1.18 3.91 ＊ Ⅲ＜Ⅰ
面積 3.14 ± 1.57 2.09 ± 1.45 1.92 ± 1.12 1.95
（注 1）df=（2,75）
（注 2）＊ p<.05




この所見について小学校 3，4 年生を対象に再検討することを主な目的とした本研究の結果，小学校 3，
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